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博
物
館
で
春
期
特
別
展

じ』
恒』

広 報

淡くやさしい桃
3月 3日は桃の節句。ひな

祭りに桃の花を飾る習慣はす

でに平安時代からあったとい

われます。古くから桃は邪気を

払うとされ、その「桃色」の

花は、飾りびなのほほを照ら

す春の柔らかな日差しのよう

に淡くやさしく咲きます。

樽
物
館
で
、
春
期
特
別
展
「
木
の
ぬ
く
も
り
|
本
間
満
木
地
獄
具
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
l
」
ガ
開

か
れ
ま
す
。
本
間
満
さ
ん

(
御
願
)
ガ
収
集
し
だ
み
な
さ
ん
に
も
お
な
じ
み
の
木
で
で
き
定
お

も
ち
ゃ
が
大
集
合
し
ま
す
。
大
人
に
は
懐
か
し
く
、
お
子
さ
ん
に
は
新
鮮
な
木
の
手
触
り
を
感

じ
て
い
だ
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

木
製
の
お
も
ち
ゃ

一
千
三
百
点
展
示

今
回
の
春
期
特
別
展
の
テ
ー

マ
は
、
「
木
の
ぬ
く
も
り
|
本

間
満
木
地
玩
具
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

l
」
で
す
。

木
地
玩
具
と
は
、
ろ
く
ろ
で

ひ
い
た
丸
い
木
を
組
み
合
わ
せ

て
で
き
る
木
製
の
玩
具
の
総
称

で
、
み
な
さ
ん
よ
く
ご
存
じ
の

こ
け
し
、
木
地
だ
る
ま
、
各
種

跡
指
、
防
ん
玉
、
ヨ
ー
ヨ
ー
、

だ
る
ま
落
と
し
(
輪
抜
き
だ
る

ま
)
、
輪
投
げ
、
や
じ
ろ
べ
え
な

ど
の
こ
と
で
す
。

そ
し
て
展
示
さ
れ
る
木
地
玩

具
は
、
平
成
五
年
八
月
以
来
、

市
内
の
コ
レ
ク
タ
1
本
間
満
さ

ん
か
ら
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た

木
地
玩
具
、
工
人
直
鑑
色
紙
、

関
係
書
籍

・
資
料
な
ど
約
一
千

三
百
点
で
す
。
そ
の
中
に
は
、
神

奈
川
県
内
の
箱
根
、
小
田
原
、
大

山
(
伊
勢
原
)
の
も
の
も
含
ま

れ
て
い
ま
す。

珍
し
い
玩
具
で

遊
び
ま
し
ょ
う

こ
れ
ら
を
収
集
さ
れ
た
本
間

さ
ん
は
、
昭
和
四
十
三
年
に
江

戸
独
楽

(木
地
玩
具
)
に
出
会

ぃ
、
独
楽
の
種
類
の
多
さ
へ
の

驚
き
、
木
地
玩
具
の
な
か
な
か

後
世
に
残
さ
れ
な
い
性
質
、

エ

人
の
少
な
さ
か
ら
く
る
作
品
の

少
な
さ
な
ど
の
理
由
か
ら
、
ひ

と
つ
で
も
多
く
集
め
て
み
よ
う

と
思
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

苦
労
さ
れ
て
手
に
入
れ
た
作

品
ば
か
り
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
と
っ
て
も
お
も
し
ろ
い
も

の
ば
か
り
で
す
。
乙
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間
・
会
場
等

マ
開
催
期
間

3
月
2
日
(
土
)

1
4月
7
日

(日
)

マ
休
館
日

毎
週
月
曜
日
と
3

月
白
日
(
日
)

マ
開
館
時
間
午
前
9
時

5
午

後
4
時
日
分

マ
会
場
博
物
館
特
別
展
示

室
、
寄
贈
品
コ
ー
ナ
ー

マ
問
い
合
わ
せ
先
博
物
館

(
宮
お

1
5
1
1
1
)

会大山独楽の製作実演を
期間中の記念行事として、 体験学習「自分だけの独楽 を作ろうJ

が開催されます。大山独楽のかんな削りから給付げまでの製作工

程が見られ、その後に実際の給付けにチャレンジしていただきま

す。大山在住の木地師、機磨啓太郎さんの指導で、あなたもオリ

ジナルの独楽 を 作ってみませんか。

く>日時 3月24日(日)

午 前10時~、午後 1時30分~

O会場博物館講盆

。材 料費 500円

。定 員 100人 (多数のとき抽選)

O申し込み 往復はがきに午前の

部 か午後の部かを 記入のうえ、

3月10日(臼)までに博物館

(〒254平塚市浅間町12-41・
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平成8年3月 1日 (2) 

-
・
・
畠
置

広報ひらつか

「
ひ
ら
つ
か
」
は
、
温
暖
な

気
候
の
も
と
、
な
だ
ら
か
な
丘

陵
、
い
く
つ
も
の
川
の
流
れ
、

湘
南
の
海
が
あ
り
、
東
海
道
の

宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
歴
史
の

あ
る

「
ま
ち
」

で
す
。

こ
の
自
然
の
恵
み
と
歴
史
に

よ
る
豊
か
な
民
水
産
物
が
数
多

く
あ
り
、
そ
れ
を
素
材
に
特
長

を
生
か
し
た
料
理
も
多
く
あ
り

ま
す
。そ

と
で
今
回
は
、
伝
承
料
理

や
菓
子
類
、

平
塚
で
「食
道
楽
」

を
著
し
た
食
通
の
村
井
弦
斎
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
現
在
の

食
、
平
塚
の
名
産
品
・
推
奨
品
、

写真トビvクス

第 570号

展示される平塚の名産品 ・推奨品、

村井弦斎のパネル

平
塚
オ
リ
ジ
ナ
ル
菓
子
(
ベ
ル

マ
I
レ
関
連
)
な
ど
を
紹
介

し
、
今
昔
の

「ひ
ら
つ
か
」
の

食
の
展
示
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

マ
会
期

3
月
7
日

(木

)
1

ロ
日
(
火
)

マ
会
場

ひ
ら
つ
か
市
民
プ
ラ

ザ
Jマ

内
容

・
名
産
品
と
推
奨
品
の
獄
食
と

販
売

-
特
産
品
(
い
ち
ご
、
ト
マ
ト

小
松
菜
、
き
ゅ
う
り
)
の
直
販
・

市
内
の
和
菓
子
を
サ
ン
プ
ル
で

紹
介

(
8
日

sm日
は
即
売
も

あ
り
ま
す
)

・
伝
承
料
理
の
サ
ン
プ
ル
、
村

井
弦
斎
の
パ
ネ
ル
紹
介
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
菓
子
の
紹
介
な
ど

マ
問
い
合
わ
せ
先
ひ
ら
つ
か

市
民
プ
ラ
ザ
J

(

宮
お
1
6
3
2

9
)
 

住
所
変
更
の
時

は
異
動
の
届
を

住
民
異
動
届
は
、
選
挙
、
就

学
、
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保

険
、
予
防
接
種
、
印
鑑
証
明
な

ど
の
も
と
に
な
る
重
要
な
も
の

で
す
。
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

に
は
、
必
ず
十
四
日
以
内
に
届

冬を楽しむ
2月18日(日)潟 …

り
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
に
は
、
そ
の
方
の
氏

名
、
住
所
、
異
動
し
た
年
月
日
、

従
前
の
住
所
等
が
わ
か
る
よ
う

に
し
、
本
人
ま
た
は
世
帯
主
等

が
届
け
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
う
そ
の
届
け
出
を
し
た

り
、
正
当
の
理
由
が
な
く
届
け

出
を
怠
っ
た
場
合
は
過
料
が
科

せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す。

マ
問
い
合
わ
せ
先
市
民
課
市

民
異
動
係
(
内
線
2
3
6
)

音
楽
ま
つ
り
を
開
く

歌
や
演
奏
に
も
参
加
で
き
る

音
楽
ま
つ
り
で
す
。

ご
家
族
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

マ
日
時

3
月
口
日
(
日
)
午

後
1
時
却
分
間
場
、

2
時
開
演

マ
会
場
青
少
年
会
館
集
会
室

マ
内
容
指
笛
教
室
、
フ
ル
ー

ト

・
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
、
コ
ー

ラ
ス
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
バ
ン
ド
演

奏
、
童
謡
の
斉
唱

マ
問
い
合
わ
せ
先
背
少
年
会

館

(
官
辺
1
7
0
2
9
)

美
術
館
常
設
展
示
替
え

美
術
館
で
は
、
常
設
展
の
展

示
替
え
を
し
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
替
え
は
、
日
本

画
と
写
真
の
コ
ー
ナ
ー
が
主

で
、
工
藤
甲
人
作
「夢
と
党
醒
」

等
日
本
画
の
大
作
六
点
と
、
涜

谷
浩
の
写
真
「
雪
国
」
三
十
点

な
ど
が
入
れ
替
え
ら
れ
、
合
計

九
十
九
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

位
自
に
臨
時
休
館

美
術
館
で
は
、
消
防
用
設
備

保
守
点
検
の
た
め
、

3
月
臼
臼

(火
)
が
臨
時
休
館
と
な
り
ま

す
。
お
間
違
い
な
い
よ
う
に
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
美
術
館

(宮
お
|
2
1
1
1
)

別
世
紀
の
ご
み

問
題
講
演
会
が

今
、
ご
み
を
減
ら
し
、
貴
重

な
資
瀬
を
有
効
活
用
す
る

「地

球
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
」
が
、
私
た
ち
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
「
二
十
一

世
紀
の

ご
み
問
題

3
次
代
を
担
う
子
供

の
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
廃

棄
物
や
環
境
問
題
に
精
通
す
る

八
太
昭
道
さ
ん
を
講
師
に
迎

• 13 : 00~14 : 00 
• 15 : OO~ザ16 : 00 

• 13 : OO~ 13 : 50 

• 14 : 10~14 : 40 

• 15 : 1O~16 : 10 

• 15 : 00~16 : 00 

• 13 : 00~13 : 30 

• 13 : 40~14 : 30 

• 15 : OO~ 16 : 00 

• 13 : 30~14 : 30 

• 15 : 00~16 : 00 

• 13 : 00~14 : 00 

• 14 : 30~ 15 : 20 
• 15 : 30~ 16 : 00 

• 15 : 00~16 : 00 

• 13 : 30~14 : 30 

• 15 : 00~16 : 00 

3月の移動図書館の日程

29日

29日

15日

15日
日

日

日

日

日

臼

目

白

日

日

日

目

白

日

日

日

日

1

1
5

5

5

6
7
7
7
8
8
U
U
U
1
1
M
 

26日

26日

26日

27日

28日

28日

ぇ
、
二
十
一

世
紀
の
ご
み
問
題

に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

マ
日
時

3
月
お
日
(
月
)
午

後
2
時
1
3時
代
日
分

マ
会
場
教
育
会
館
大
会
議
室

マ
定
員
三
百
人
(
先
着
順
)

マ
申
し
込
み

3
月
四
日
(
火
)

ま
で
に
は
が
き
に
住
所
、
氏
名

年
齢
、
職
業
、
世
話
番
号
を
記

入
の
う
え
、
環
境
衛
生
業
務
課

(
平
塚
市
浅
間
町
9
1
1
・
内

線
2
3
9
)

へ

新
用
途
地
域
に
変
わ
る

平
成
四
年
六
月
の
都
市
計
画

法
の
改
正
に
よ
り
、
住
環
境
の

保
護
な
ど
を
目
的
に
、
住
居
系

用
途
地
域
が
細
分
化
さ
れ
ま
し

た
。
用
途
地
域
は
八
種
類
か
ら

十
二
種
類
に
な
り
現
在
ま
で
事

務
手
続
き
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
八
年
五
月
十
日
に
県

内

一
斉
に
新
し
い
用
途
地
域
が

決
定
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
五
月
十
日
以
後
に
着

工
予
定
の
方
は
、
新
し
い
用
途

地
域
な
ど
を
も
と
に
建
築
基
準

法
の
適
用
を
受
け
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、

都
市
計
画
課
(
内
線
4
2
8
)
・

o 201た建
~ I は築

へ1 県指
。1都導

1 市 課

!皇宮
内課?
線 ( X
6 宏~ ~ 
3 045ふ
6 Iま

都
市
計
画
公
聴
会
を

市
街
化
区
域
お
よ
び
市
街
化

調
整
区
域
に
関
す
る
都
市
計
画

(
線
引
き
)
の
変
更
の
紫
案
に

関
す
る
公
聴
会
を
聞
き
ま
す
。

マ
日
時
、
会
場

5
月
泊
目

(
火
)
午
後
7
時
1
9時
、
中

央
公
民
館
4
階
小
ホ
ー
ル

マ
索
案
の
閲
覧
、
公
述
の
申
し

出

3
月
初
日
(
火
)
か
ら
4

月
刊
日
(
火
)
の
問
に
都
市
計

画
課
へ

※
な
お
、
公
述
の
申
し
出
が
な

い
場
合
は
、
公
聴
会
は
中
止
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

3
月

お
日
か
羽
田
に
新
聞
に
折
り
込

ま
れ
る
「
公
聴
会
開
催
の
お
知

ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

マ
問
い
合
わ
せ
先
都
市
計
画

課

(
内
線
4
2
8
)
ま
た
は
県

都
市
計
画
課
(
宮
附
I
m
i
-

-
1
1
・
内
線
6
3
5
4
)

官
伝。

(g
n
1
6
3
2
9
)
 

{ひ
ら
つ
か
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

作
品
展
}
3
月
5
日
(
火
)
ま
で

{ひ
ら
つ
か
の
食
文
化
}
3
月

7
日
(
木

)
i
u日
(
火
)

{フ
ォ

1
ト
花
水
写
真
展
}
3

月
M
B
(木
)
5四
日
(
火
)

{ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
美
術
館
}
3

月
幻
自
(
木
)
3初
日
(
火
)

{ロ
ー
レ
ン
ス
写
真
連
盟
と
の

市
民
合
同
写
真
展
}
3
月
犯
日

(木
)
5
4
月
2
日
(
火
)

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

-
中
央
公
民
館
2
階

(
E
M
|

2
1
1
1
)
 

{第
6
回
G
展
(
按
数
展
)}
3

月
6
日

(水
)
S
M
日
(
日
)

議選ïiïiiDl~場面 |ト吻アー明11
6月1日(土)
午後 1時30分開演
午 後 6時30分間演

(昼)
(夜)

とき

組窃@)@~Ú)~ジ@)Q~ぬ~ゆお@

(土)4月6日開催日
ところ市民センター
・出演森進一

入場料 S席 5500円、 A席 4000円
(全席指定)

前売所 市民セ ンタ一、チケットぴあ(長
崎 屋 4F)、チケッ トセゾン(神奈中プレイ
ガ イ ド 1F)、ヤ ンレイレコード(ラスカ 5
F)、稲元底楽器 底、サクラ魯庖コミック館、
花水 容底、出白書l苫ほか
※前売は 3月10日(日)午前10時から開始
・市民センター(宮 32-2235) での電話予
約は、 3月 12日(火)午前 8時30分から

ふじみ野商l吉街

旭 陵中学校

港小学校

海 宝寺

豊田公民館

松が丘公民館

械島小学校

城島公民館

岡崎小学校

浄心寺

金田公民館

土屋小学校

吉 沢小学校

吉 沢公民館

松延小学校

金目小学校

みずほ小学校

(荒天の場合は 5月 11自 に 延期 )

-出船 午前 8時 30分、終 了 午後 2時30分
・ 受け付け 午前 6 時30分~ 7 時30分
・募集人員 高校生以上240人
-参加料 5500円
・競技方法 さお l本と針 2本まで、おも
りは10~15号、 えさはジ ャリメ
・申 し込み 平 塚浴釣宿の庄三郎丸(宮
21-1012)、豊漁丸(宮 22-5956)、浅八丸
(宮 21-0904)、庄治郎丸(宮 21-1312)の

いずれかへ直接または屯話で



第 570号

心
肺
蘇
生
法
、
止
血

マ
内
容

法
ほ
か

マ
申
し
込
み

3
月
8
日
(
金
)

ま
で
に
消
防
本
部
答
防
課
(
内

線
3
9
1
)

へ

日
(
火
)

マ
時
間
午
前
9
時
1
ロ
時

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
、

お
勤
め
の
日
歳
以
上
の
方

マ
定
員
各
叩
人
(
先
着
順
)

障
害
者
の
歯
科
診
療

⑨
-
@
・
@
e
@
e
@
+
@
'
@

は
、
定
期
的
に
受
診
す
る
と

んV

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
日

i
f

常
生
活
で
は
次
の
点
に
注
意

似

し
ま
し
ょ
う
。

一吋

①
食
生
活
に
お
い
て
は
、
カ

@

・

ロ

υ
1の
過
剰
摂
取
を
防

け

品川

ぐ
、
動
物
性
脂
肪
は
少
な
め

川

@

に
す
る
、
食
物
繊
維
の
多
い

@

れ

Q

軽
い
狭
心
症
な
の
で
す
ま
で
が
痛
い
、
背
中
全
体
が
海
蔀
類
や
野
菜
を
多
く
と

いい

M

が
、
日
常
の
生
活
で
注
意
す
痛
い
な
ど
、
広
い
範
囲
に
痛
る
、
塩
分
を
控
え
る
な
ど
し

e

刈

る
点
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
み
が
起
こ
る
の
が
特
徴
で
ま
し
ょ
う

州

刊

さ
い
。

す
。

②

過

労

を

避

廿
、
十
分
な
睡

ゆ

ゆ

A

狭
心
症
は
、
心
臓
を
取

こ
れ
ら
の
痛
み
も
、
急

に

眠

を

と
り
、
ス
ト
レ
ス
を
た

@

ゆ

り
囲
ん
で
い
る
冠
状
動
脈
と
体
を
動
か
し
た
り
興
奮
し
た
め
込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し

れ

小

い
う
血
管
の
硬
化
や
け
い
れ
り
し
た
時
に
起
こ
る
「
労
作
ょ
う

o

h

ん
に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
狭
心
症
」
と
、
夜
寝
て
い
る
主
治
医
に
相
談
し
、
ウ
ォ

刊

。

す

。

時

に

起

乙

る

「安
静
狭
心

1
キ
ン
グ
な
ど
適
度
な
運
動

・

刊

症
状
は
、
胸
全
体
が
締
め
症
」
と
が
あ
り
ま
す
。
を
す
る
な
ど
も
よ
い
で
し
ょ

げ

州

付

け

ら

れ

る

、

左

肩

か

ら

腕

狭

心

症

に

な

っ

た

場

合

に

う

(

健

康

錬

)

制

⑨

e

@
争

@
+
@
e
@
・
@
・
@
@
⑥
'
@
・
⑥
'
@
・
@
・
@
'
@
e
@

，.
e
-
e
@

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
希
望
マ
対
象
昭
和
白
年
4
月
2
日

女

性

日
を
記
入
し
、
健
康
課
(
干
制

以

降

に

生

ま

れ

た

方

マ

勤

務

時

間

午

前

9
時
品
分

平
塚
市
浅
間
町
9
1
1
・
内
線
マ
勤
務
時
間
月
曜
日
か
ら
金

3
午
後
5
時
日
分
と
午
前
日
時

6
6
7
)
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
曜
日
の
午
前
9
時
5
午
後
5
時

記

分

3
午
後
6
時
日
分
の
交
代

マ
賃
金
月
日
万
5
千
5
百
円
制
(
指
定
に
よ
り
週
5
日
勤
務
)

(
社
会
保
険
加
入
、
通
勤
手
当
、
マ
賃
金
月
日
万
6
百
円
(
社

期
末
勤
勉
手
当
相
当
額
支
給
)
会
保
険
加
入
、
通
勤
手
当
、
期

【
湘
南
ひ
ら
つ
か
総
合
案
内
所

末
勤
勉
手
当
相
当
額
支
給
)

嘱
託
員】

募
集

2
人

※

申

し

込

み

は

い

ず

れ

も

、

市

駅
ピ
ル
内
の
「
湘
南
ひ
ら
つ
販
の
履
歴
冊
目
に
写
真
を
は
り
、

か
総
合
案
内
所
」
で
観
光
案
内
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

3

な
ど
の
業
務
に
あ
た
り
ま
す
。
月
日
日
(
月
)
ま
で
に
職
員
牒

マ
対
象
昭
和
泊
年
4
月
2
日

(

内

線

3
2
2
)
へ
直
接
提
出
し

か
ら
日
年
4
月
1
日
の
聞
に
生
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

一
次
試

ま
れ
中
学
校
以
上
を
卒
業
し
た
験
は
4
月
6
日
(
土
)
で
す
。

3月26日
午後2時~

会場 平塚商工会議所3階大ホール
講師宇野正隆氏(東急エージエンシー)

演題 「中小企業のマルチメディア
対策と市場参入チャンス」

-申し込みおよび問い合わせ先工業労政
課(内線550)または平塚商工会部所(宮
22ー 2510)

過剰なモノと情報の社会において、企業
そして個人はどのようにあるべきか、到来
す るマルチメディア社会にどう対応すれば
よいのか。幅広い人脈、量豊富な情報と経験
を生かし未来地図を描きだします。

障
害
を
お
持
ち
の
方
も
安
心

し
て
歯
の
治
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
休
日
急
患
診
療
所
内
に

障
害
者
の
歯
科
診
療
所
が
開
設

さ
れ
て
い
ま
す
(
予
約
制
)。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
名
称
平
塚
市
障
害
者
歯
科

診
療
所
(
中
里
M
l
口
)

マ
診
療
時
間
毎
週
木

・
土
曜

日
の
午
後
1
時
1
5時

マ
申
込
先

平
塚
歯
科
医
師
会

(E
n
l
7
0
0
8
)
 

(火)

春
の
火
災
予
防
運
動
を

マ
集
合
市
役
所
1
階
市
民
ホ

ー
ル

(
午
前
8
時
品
分
)

マ
コ
1
ス
市
役
所
1
総
合
防

災
セ
ン
タ
ー

1
大
神
環
境
衛
生

セ
ン
タ
ー
1
新
港
建
設
現
場
1

市
役
所

マ
定
員
両
日
と
も
印
人
(
先

着
順
)

マ
持
ち
物

翻修

狭
山
症
の
注
意
点
は
?

務
を
開
始
し
ま
す
。

・
新
所
在
地
真
土

ωー
ロ

マ
問
い
合
わ
せ
先
消
防
本
部

庶
務
課
(
内
線
3
8
7
)

「
災
筈
に
備
え
て
日
ご
ろ

の
火
の
用
心
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
三
月
一
日
(
金
)
か
ら
七

日
(
木
)
ま
で
、
春
の
火
災
予

防
運
動
が
全
国
一
斉
に
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
す
。

昨
年
は
、市
内
で
百
三
十
九
件

も
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
、
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

纏曽

日時

成
人
病
予
防
の
教
室

弁
当
、
雨
具

車
い
す
ハ
イ
キ
ン
グ

骨
粗
し
よ
う
症
の
予
防
の
た

め
の
知
識
と
予
防
法
に
つ
い
て

の
教
室
で
す
。

マ
臼
程
、
内
容

・
3
月
5
日
(
火
)
骨
組
し
よ

う
症
予
防
の
食
事
指
導
な
ど

-
3
月
幻
日
(
金
)
リ
ズ
ム
体

操
、
ウ
ォ
l
キ
ン
グ
な
ど
(
運

動
し
や
す
い
服
装
で
参
加
を
)

マ
時
間
午
後
1
時
初
分
1
3

時
却
分

マ
会
場
豊
田
公
民
館

マ
持
ち
物
筆
記
用
具
、
健
康

手
帳
、
タ
オ
ル

マ
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン

タ
ー

(E
M
1
0
3
1
1
)

市
で
は
、
厚
木
市
に
あ
る
神

奈
川
県
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
な

ど
を
見
学
す
る

「春
の
施
設
見

学
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
電
話
で
広
報

広
聴
課
(
内
線
3
1
5
)
へ。

マ
日
程

3
月
四
日
(
火
)
、

n

臼
(
金
)
の
2
回

マ
時
間
午
前
9
時
1
午
後
3

時

ベ
ル
ク
ク
ラ
ブ
で
は
、
率
い

す
の
ハ
イ
キ
ン
グ
の
開
催
に
あ

た
り
、
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

マ
期
日

4
月
M
日
(
日
)

マ
コ
l
ス
小
田
原
駅
|
三
ッ

峠
登
山
口
:
士
一
ッ
峠
山
山
頂
・:

(
復
路
同
コ
1
ス
)
1
小
田
原

駅マ
対
象
、
定
員
、
費
用

・
牽
い
す
の
方
(
印
人
)
無
料

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
(
加
人
)
一

般
が
八
千
円
、
幻
歳
以
下
の
方

が
七
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
障
害
福
祉

課
障
害
福
祉
係
(
内
線
2
2
2
)

応
急
手
当
て
の

普
及
講
習
会
ガ

中小企

消
防
旬
分
団
ガ
移
転

消
防
本
部
で
は
、
救
急
車
の

到
着
す
る
ま
で
の
聞
に
、
市
民

の
み
な
さ
ん
が
有
効
な
応
急
手

当
て
が
で
き
る
よ
う
、
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
受
講
無
料
。

マ
日
程

3
月
日
日
(
月
)
、
ロ

消
防
団
第
十
分
団
の
庁
舎

(
真
土
1
2
9
0
)
が
、
道
路

拡
幅
工
事
の
た
め
、
移
転
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
移
転
先
は
次
の
と
お

り
で
、
三
月
二
十
四
日
か
ら
業

広報ひらつか

図ご協力ありがとうございましたく2月分〉
キャノン側平塚UJ~健所、附サン・ライフ、住友箆機械工・楽側総合技術研究所、高周波

熱錬側平塚工場、日産車体側、宮土チタン工業附平塚工場、伊藤製パン附平塚工場、

岡不二家平塚工場、(側ダイクマ平塚1苫、制平塚中郡薬剤師会

嘱
託
員
の
募
集

~ 

.. -:'J~ 
ータfンF おぎわゅう参晶司/' 小沢優菜ちゃん.・・・4・ve・21雲市山下981ー5東海大学

(rl生の小沢慾ー さん (22歳)と久

色~ ，災さん (20歳)の長女。平成 7 年

三i問12日生まれ。身長65cm、体重8

-

11'1.叫位向て以来 、 何 で も と て も

艇 長22?にう仮菜ちゃん。うつぶ
E せに寝て、ママと向かい合って遊ぶの

が大好きです。優染ーちゃんはただ今ハ

イハイの練習中。パパが優菜ちゃんを

立たせて遊んで、くれると、優菜ちゃん

は大罫びです。

名前のとおり優しい子に育ってね、

とパパとママ。

いつも赤ちゃんのステージにご応募いただきありがと

うございます。このコーナーも 4月15悶号からの紙面改

訂にともない 1日号のみの掲載となり、新たほ赤ちゃ

ん( 対象は 1歳未満)の写真を投稿していただき掲

載することになりました。奮ってご応募ください。

応募は封曹に赤ちゃんの氏名・性別・生年月日 ・住

所 ・電話番号を記入しカラー写真(サーピス判〉を

同封のうえ、平塚市広報広聴課「赤ちゃんの

ステージ係J(〒254平塚市浅間町 9

- 1 )へ。今回は15人応募。

市
で
は
、
各
種
嘱
託
員
を
募

集
し
ま
す
(
腫
用
契
約
期
間
は

一
年
以
内
)
。
採
用
は
七
月
か

ら
の
予
定
で
す
。

〔
社
会
福
祉
協
議
会
嘱
託
給
食

胴
理
員
】
募
集

2
人

軽
易
な
調
理
業
務
に
従
事
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

が
ん
は
検
診
で
予
防
を

市
で
は
、
市
内
に
お
住
ま
い

の
方
を
対
象
に
が
ん
の
集
団
検

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
(
施
設

検
診
に
つ
い
て
は
健
康
課
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
)
。
年
一
回
は

検
診
で
自
分
の
健
康
を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
平
成
八
年
度
の
が
ん

柴
田
検
診
の
日
程

・
会
場
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。

【集
団
検
診
}

マ
検
惨
名
、
対
象

回
が
ん
(
刊
歳
以
上
)
、
大
腸

が
ん

(ω
歳
以
上
)
、
子
宮
頚
が

ん
(
初
歳
以
上
)
、
乳
が
ん
(
却

歳
以
上
)

マ
申
込
方
法
は
が
き
に
希
望

す
る
検
診
名
、
住
所
、
氏
名
、

く〉街頭献血予定日
①3月3日 (日)紅谷パールロード

②3月22日 (金)紅谷パールロード J ら

③3月28日 (木)紅谷パールロード 、e
※献血時間はいずれも午前10時30分

~午後4時

期 回 会 喝

4月19臼(金) 命保健センター

23日 (:k.) ※湘南民協土沢支所

28日(臼) 会市役所

5月27日 (月) 台保健センター

29臼(オ<.) ※湘南農協城島支所

6月13日(木) 会日本たば乙産業体育館

14臼(金) 命保健センター

7月 2臼 (:k.) ※湘南位協城島支所

10日(7)<.) ※湘南良協岡崎支所

21臼(日) 会四之宮ふれあいセンター

8月 2日〈金) 金田公民館

8日{木) 命保健センター

23日(金) 東海大学

9月12臼(木) 命保健センター

19日(木) ※湘南農協八重咲支所

27臼(金〉 神田公 民 館

30日(月) 命保健センター

10月 2臼(オ<.) ※大神公民館

5臼 (ゴニ) 会市役 所

24臼(*) 命保健センター

30日(水) ※湘南農協盟国支所

11月 6日(7)<.) 旭南 公 民 館

15日(金) 命日本たばこ産業体育館

12月12日(木) 命保健センター

1月17日(金〉 11 

22臼(オ<.) ※湘南農協大野支所

2月 5日〈水) 11 

13日 {コ伏) 命保健センター

22日(土) 11 

献血lこ孟脇ヌうをEf

※印は、胃 ・大腸がん検診 のみ実施

*印は、 結核 健康 飴断も実施 (無料)

平成8年3月 1日

がん集団模診日程表

(3) 



広報ひらつか

平塚球場

(4) 平成8年3月 1日

wm
J
リ
l
グ
が
三
月
十
六
日

(
土
)
い
よ
い
よ
開
幕
し
ま
す
。

平
塚
競
技
場
で
は
、
三
月
二
十

日
(
祝
)
「ベ
ル
マ
1
レ
平
塚
×

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
川
崎
」
か
ら
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

-Jリ
l
グ
観
戦
は
電
車
・
パ

ス
で平

塚
競
技
場
で
の
J
リ
ー
グ

観
戦
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
電
車
や
パ
ス
な
ど
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
平
塚
駅
、
本
厚
木
駅
、
伊

勢
原
駅
か
ら
は
シ
ャ
ト
ル
パ
ス

(
直
行
)
が
運
行
さ
れ
ま
す

0

.
新
監
醤
を
迎
え
た
ベ
ル
マ
l

レ
平
塚

J
リ
l
グ
三
年
目
に
チ
ャ
レ

⑪ 
@ 

月

第 5アO号

ン
ジ
す
る
ベ
ル
マ
1

レ
平
塚
。
今
シ
ー
ズ

ン
か
ら
古
前
田
充
前

監
督
に
替
わ
り
、
ブ

ラ
ジ
ル
か
ら
ト
ニ
l

ニ
ョ
・
モ
ウ
ラ
新
監

督
を
迎
え
、
再
ス
タ

ー
ト
を
し
ま
す
。
モ

ウ
ラ
新
監
督
は
「
今

年
の
最
大
の
目
標
は

優
勝
で
き
る
チ
l
ム

を
一
日
で
も
早
く
つ

く
る
こ
と
」
と
コ
メ

ン
ト
し
て
い
ま
す
。

-
新
戦
力
が
加
入

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
マ
ク
ラ
1
レ

ン
選
手
、
ル
イ
ス
選
手
、
市
原

か
ら
富
津
選
手
な
ど
新
戦
力
が

加
入
し
ま
し
た
。
東
海
大
学
か

ら
も
掛
川
誠
選
手

(
G
K
γ
が

加
入
。
み
な
さ
ん
ご
声
援
を

0

.
公
開
練
習
試
合
の
お
知
ら
せ

J
リ
ー
グ
開
幕
を
前
に
、
東

京
ガ
ス

(J
F
L
)
と
の
公
開

練
習
試
合
が
行
わ
れ
ま
す
。

マ
期
日
3
月
日
日
(
日
)

マ
時
間
午
後
3
時
試
合
開
始

マ
会
場
平
塚
競
技
場

マ
入
場
料

無

料

マ
問
い
合
わ
せ
先

振
興
財
団

ス
ポ
ー
ツ

市野球協会春季大会

市少年野球連盟オールス

ター大 会

新関東大学軟式野球連盟

容季リ ーグ戦

市野球協会容季大会

• 30日 8時

• 31日 8時

-
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先

@
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

〒
加
平
塚
市
大
原
1
1

1
、
平

塚
球
場
内
(
宮
お
1
0
1
0
2
)

@
体
育
課

〒
加
平
塚
市
大
原
1
1
1
、
平

塚
球
場
内
(
E
m
u
-
3
0
6
0
)

マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
の
女
性

マ
定
員
同
人

マ
参
加
料

九
千
九
百
円

※
申
込
期
限
3
月
8
日
(
金
)

{
第
1
回
水
泳
教
室
}

マ
日
程

4
月
2
日

1
4
月
初

日
の
毎
週
火

・
金
曜
日
、

8
回

マ
時
間

午
後
6
時
却
分
5
8

時マ
会
場
総
合
体
育
館
プ
1
ル

マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
方
(
高
校
生
は
除
く
)

マ
コ
1
ス
と
定
員

・
第
1
コ
l
ス
(
初
心
者
)

四
歳
5
刊
歳
、
日
人

・
第
2
コ
l
ス

(初
心
者
)

叫
歳
1
印
歳
、
加
入

・
第
3
コ
l
ス
(
初
級
者
)

四
歳

i
m歳
、
叩
人

マ
参
加

料

五

千
円

※
申
込
期
限
3
月
8
日
(
金
)

【
第
1
回
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
教
室
}

マ
日
程

4
月
4
日
1
6
月
お

自
の
火
・
木
曜
日
、
日
回

マ
コ
l
ス
と
時
間

-
第
1
コ
1
ス
(
四
歳
1
的
歳
)

午
前
9
時
却
分
1
日
時

・
第
2
コ
1
ス
(
印
歳
1
印
歳
)

あ
な
た
も
健
康
に

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
で
は
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し

ま
す
。参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

往
復
は
が
き
に
、
教
室

・
コ
ー

ス
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
財
団
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
教
室
は
、
総
合
体
育
館
、

見
附
台
体
育
館
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団
に
あ
る
申
込
曹
に
五
十

@ 

na 
3 
月

平嫁競技場

円
切
手
を
添
え
て
直
接
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

{
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
教
室
】

マ
日
程
4
月
日
日

i
平
成
9

年
3
月
幻
自
の
木
曜
日

マ
時
間

午
後
4
時
却
分

3
5

時
却
分

マ
会
場
総
合
体
育
館

マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
の
小
学
4
1
6
年
生

マ
定
員
初
人

マ
参
加
料
一
万
三
千
五
百
円

※
申
込
期
限
3
月
日
日
(
金
)

【
女
性
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
】

マ
日
程
4
月
9
日
1
平
成
9

年
3
月
日
日
の
火
曜
日
、
羽
田

マ
時

間

午

前

9
時
初
分

i
u

時マ
会
場

総
合
体
育
館

二 知 識ツ
楽しくスポーツ観戦するために

-・・

-

・・-

句-スポ

J リーグと五輪(サッカー)

4年目のシーズンを迎えた Jリーグー

今シーズンから、アピスパ福岡、京都パ

ープルサンガが昇格し、 16チームによる

熱戦が期待されます。そして、昨年まで

の前半 ・後半の 2シーズン制から 1シー

ズン制とな ったこともポイ ン トとなりそ

うです。

また、アトランタ五輪に向けて、順調

に駒を進めるオリンピック代表チームで

も Jリーガーは大活躍。ベルマーレ平塚

からも中田英美子選手が代荻となっていま

す。みなさん温かいご声援を。

午
前
日
時
1
ロ
時
初
分

マ
会
場

総
合
体
育
館

マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
の
女
性

マ

定

員

各
コ
l
ス
と
も
に
百

八
十
人

マ
参
加
料
四
千
円

※
申
込
期
限
3
月
5
日
(
火
)

平
嫁
あ
る
く
会
ガ

春
の
伊
東
で
例
会

平
塚
あ
る
く
会
で
は
、

三
月

例
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
を
。

マ
期
日
3
月
口
臼
(
臼
)

降
水
確
率

ω軒
以
上
の
場
合
は

M
日
(
日
)
、
以
後
は
中
止

マ
集
合
平
塚
駅
北
口
改
札
付

近
、
午
前
7
時
印
分

マ
コ
1
ス

平
塚
駅
l
熱
海
駅

|
伊
豆
急
宮
戸
駅
・
・
・
梅
木
平
信

総合体育館

偽札 ゆ 局長
℃妙クニヨ毛ヨ快記長銀護
I~盃議tJllIOJ官級

。主な大会 (9時 開始)

• 3日 県総合バドミン トン選手権 、

国際統合空手大会

・10日、17日、 24日 帰突柴団パスケ

ツトボールリーグ戦

• 26日 ~28日 こゆるぎ杯剣道大会

• 29 日 ~31 日 中体速女子バレーボー

ルフェスティパル

※16日-29固まで温水プールは定期点

検のため利用できません

⑪ 
@ 
3 
月

※問い合わせは、総合公園管理

事務所 (電話35-2233)へ。

号
:
・
一
碧
湖
・
:
大
室
高
原
別
荘

地
・
・
・
ゴ
ル
フ
場
外
周
路
・
・
・大
室

山
リ
フ
ト
|
大
室
山
山
頂
l
大

釜
山
リ
フ
ト
|
伊
東
駅
l
熱
海

駅
l
平
塚
駅
(
歩
行
距
離
約
叩

マ
交
通
費

三
千
三
百
円
程
度

マ
持
ち
物
弁
当
、
雨
具

マ
参
加
料

三
百
円

ご
般
の

方
)

マ
問
い
合
わ
せ
先

体
育
課

平
塚
競
技
場
で

会

員

を

募

集

平
塚
競
技
場
で
、

年
聞
を
通

じ
て
陸
上
競
技
の
練
習
が
行
え

る
、
年
度
会
員
の
募
集
を
し
ま

す
。
年
度
会
員
に
な
る
と
、
平

塚
競
技
場
の
設
定
す
る
練
習
日

(
年
間
約
百
日
間
)
の
共
用
使

用
時
間
に
利
用
で
き
、
ス
パ
イ

ク
や
陸
上
用
練
習
器
具
も
使
用

で
き
ま
す
。

お
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
、
総
合
公
園
管
理
事
務
所

(
電
話
お
|
2
2
3
3
)
へ
。

マ
利
用
期
間

叩
月
四
日
1
平

成
9
年
3
月
日
日
の
ト
ラ
ッ
ク

改
修
期
聞
を
除
く
共
用
使
用
時

間
帯

マ
受
付
に
必
要
な
も
の
使
用

料
、
学
生
証
(
中
学
、
高
校
生
)
、

保
護
者
の
承
認
印
(
小
、
中
学

生
の
み
)

マ
使
用
料
小
、

中
学
生

・
高

校
生

一
千
三
百
三
十
三
円
、

一
般
二
千
円

※
受
付
開
始
3
月
お
日
(
月
)

少
年
少
女
マ
ラ

ソ
ン
大
会
結
果

第
二
十
六
回
少
年
少
女
マ
ラ

ソ
ン
大
会
(
第

一
回
大
会
)
の

各
部
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

(敬
称
略
)

・
5
年
生
男
子
2
J
M
楠
山

佑
輔

(
真
土
)

7分
お
秒

-
5
年
生
女
子
1
J
M
佐
野

陽
香
(
岡
崎
)
、
石
井
裕
子
(
岡

崎
)
4
分
∞
秒

-
6年
生
男
子
2
J
M
高
橋

直
哉
(
相
模
)

7分
幻
秒

-
6
年
生
女
子
1
J
M
楠
原

蓉
子
(
金
目
)
3
分
話
秒

・
中
学
生
男
子
3
J
M
広
田

論
司
(
土
沢
)
叩
分
叩
秒

・
中
学
生
女
子
2
J
M
平
岩

さ
な
江
(
土
沢
)
7
分
日
秒

国際理解講座『一人芝居』を開催

奇跡は創れるJ

-申し込みおよび問い合わせ先

交 流親善課 (内線597)

民族差別と偏見をなくすため、全国

各地で草の根公演を続ける宋包子さん

を講師に招き、一人芝居で公演してい

ただきます。

き 3月19日(火)
午後2時間演

ところ市民センター
講師 宋富子さん

「愛する時

無料

と

演題

入場

各種目ともラケット、シャ トル、ポー
;ルと、よばき用運動ぐつの持拳を。

ッ、ソ
げ
時

M
d'
a
U
 

5

ノ
一

ω
ュ
レ

イ
ト
。
、

ト

ン

J

郡
一
t
船一崎コ

館

古川

備

制
作

A
ロ
沼
川

附
畑山
ι

見
附・
h

O
J1
 • 3月11日(月)午後 1時""8時

・3月25日(月)グ

。金田公民館体育館 (電話31ー2136)

0金目公民館体育館 (旬言語58ー0101)

0神田公民館体育館 (電話31-2255)

0旭南公民館体育館 (電話31ー 2255)

-1，日放種目 バレー(9時-13時)、パドミン
トン、卓球(13時-16時)、パスケット(16
H寺-20時}

• 3月4日(月)午前9時~午後8時

・3月18日(月) // 

偲宵飽⑫悶f!it箇

。 Jリーグ (有料)

• 20日15時平塚×ヴェルディ )11崎

。そのほかの主な大会

• 3日10時みんな で楽しく健康ラン

ニング

・10日9時少年少女マラソン大会

• 17日 7時 45分市内一周笑業団対抗

駅伝競 走大会
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